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	ここ数年、暖冬のイメージがありましたが、2018年は通常の気候が戻り、寒い冬となりました。気温が零度を下回る日が続き、2017年の猛暑で大きなストレスを受けたブドウの木には、十分に休息を取り回復する期間となったでしょう。春は、これまでで最も雨の多い年となりました。4月は、例年の平均降雨量の3倍もの雨が降り、高温が続きました。つぼみが出たのは遅かったのですが、理想的な天候に恵まれ、ブドウは予
	想を上回る早さで育って遅れを取り戻し、例年より1週間も早く花が咲きました。5月は1ヵ月を通じて、平均降雨量を上回る雨に恵まれ、6月の初旬まで雨が続きました。7月になると、一転して暖かく乾燥した日が続きます。畑でのブドウの手入れが一段落し、一休みできるのがこの時期です。7月22日から25日にかけて、ブドウの緑の実が黒く色づくヴェレゾンが見られました。8月は、例年同様に暑い日が続いた一方、少し雨の多い月となります。ブドウの糖度と酸度が順調に上がり、また、土には十分、水分があったため、大粒の果実が育ちま...



